
第1回12誘導伝送を考える会 

2014年2月23日 品川 



ご参加いただきありが
とうございます。 

スタートは10年前のモバイルテレ

メディシン研究会でした。産官学
の集まりで、システムの開発・標
準化と産業化につながりました。 

この10年間のICTの進歩はめざ
ましいものがありますが、この領
域はなお発展段階で、多くの方
の知恵を借りて、この会が医療
に貢献できることを願います。 

 

野々木 宏、藤田 英雄 

幹事会一同 



ＣＯＩ 開示  
 

野々木 宏 

① 役員・顧問職等の報酬＊          無 

② 株式の利益＊（または株式の5%以上）   無 

③ 特許権使用料など＊      無 

④ 講演料など＊         無 

⑤ 原稿料など＊         無 

⑥ 研究費・助成金など＊＊       無 

⑦ 奨学（奨励）寄付金など＊＊ 無 

⑧ 寄附講座所属        無 

⑨ その他（旅費・贈答品など）＃     無 

年間、１企業・団体あたり ： ＃１０万円以上、＊１００万円以上、＊＊２００万円以上 

平成25年度 国立循環器病研究センター 

循環器病研究開発費 分担研究(野々木宏) 100万円 



発症から2時間以内に再灌流療法を実施
できる体制へ（JRCガイドライン2010） 

Door to Balloon時間 
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厚生労働省医政局へ 

救急車内の12誘導心電図記録と

オンラインメディカルコントロール
強化について、学会を通じて要望
書を提出しました。平成25年1月 
(日本循環器学会救急医療委員会） 
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多くの方法や試みが各
地域であると思います。
ご意見やご披露いただ
ければ、次回につなげ
たいと思います。 

よろしくお願い致します。 

時 間 発表者 座長 内  容 (分） 

10:00 - 10:30     受付 資料配付 0:30 

10:30 - 10:45 
野々木･藤
田 

野々木･藤田 研究会の趣旨説明 0:15 

10:45 - 11:00 羽鳥慶 

藤田英雄 

横浜市での取り組み：１）搬送時間への影響 
0:15 

11:00 - 11:15 木村祐也 横浜市での取り組み：２）Door-to-balloon時間への影響 0:15 

11:15 - 11:30 前田敦雄 横浜市での取り組み：３）患者来院経路の解析 0:15 

11:30 - 11:50 全員 質疑・追加コメント 0:20 

11:50 - 12:00     休憩  0:10 

12:00 - 12:45 田原良雄 
野々木宏 
（ランチョン） 

12誘導心電図伝送に関する国際的勧告、JRCガイドライン、
エビデンス紹介 

0:45 

12:45 - 13:00 野々木宏 事務局報告 アンケート結果 0:15 

13:00 - 13:15 藤田英雄 

木村一雄 

クラウド12誘導心電図１）開発 0:15 

13:15 - 13:30 竹内一郎 クラウド12誘導心電図２）ドクターカーでの成果 0:15 

13:30 - 13:45 下村剛 クラウド12誘導心電図３）救急隊との連携 0:15 

13:45 - 14:00 全員 質疑・追加コメント 0:15 

14:00 - 14:15 
西山佳孝･
野々木宏 

黒田泰弘 

ワイヤレス12誘導心電図伝送の経験 0:15 

14:15 - 14:30 
横山広行・
野々木宏 

モバイルテレメディシン活用の経験 0:15 

14:30 - 15:00 全員 野々木･藤田 総合討論と今後の展開 0:30 



ホームページ作成しました 

論文掲載し
ています 

(1ヶ月間） 



アンケート調査結果（１） 
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救急隊による 

12誘導心電図伝送の実施 可能なシステムがあれば 

導入検討？ 

全国大学の救急医学・循環器内科１８５講座 

回答率７６％、同大学75施設を集計 



アンケート調査結果（２） 

STEMI(ACS)症例を迅速に収容する 
救急隊･病院間ネットワーク 

救急隊接触からPCIまでの時間 

90分以内 

41地域 


